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浄恩寺 雅楽葬 検索

「浄恩寺永代経法要」の流れ

9:45 集合 焼香して下さい。
午前参拝納骨者は、骨箱を本堂へ

10:00 お経「仏説無量寿経」
※法事でおなじみの大経を読みます。

10:50 法話 荒山 信師

荒山 信師は、優さんの父、淳さんの
兄で惠林寺のご住職です。長年、本山
東本願寺、名古屋別院の説教師や教誨
師を勤められてみえます。気さくなお
人柄です。気楽に聴聞ください

12:00 おとき 本堂二階で昼食

午後参拝納骨者は、骨箱を本堂へ
13:30 お経 「仏説阿弥陀経」

「正信偈」
※一緒にお経を読みましょう。

14:10 法話 荒山 信師
15:00 法要終了
※コロナウイルス感染の状況により、
法要を中止させて頂きます。
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滅
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双
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右
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。
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憲
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私
た
ち
真
宗
門
徒
の
永
代
経
懇
志
に
は
「
い
つ
ま
で
も
、
私
た

ち
の
お
寺
を
ま
も
り
、
そ
こ
が
心
の
よ
り
所
と
し
て
、
み
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が

伝
わ
っ
て
い
く
よ
う
に
」
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
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こ
の
願
い
を
実
現
す
る
お
勤
め
が
、
永
代
経
法
要
で
す
。

「
コ
ロ
ナ
ウ
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ル
ス
感
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」

毎
日
の
よ
う
に
、
開
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前
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ド
ラ

ッ
グ
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ア
に
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蛇
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が
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お
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小
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、
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縮
小
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な
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か
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い
ま

す
。
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、
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に
惑

わ
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れ
ず
、
根
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の
な
い
不
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解

消
し
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ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
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